
　マメ科ネムノキ亜科ネムノキ属Albizia 
julibrissin。ネムノキ属は熱帯の植物であ
るが、ネムノキは落葉高木で耐寒性があ
り、イラン以東の東アジアに分布し、日
本では本州以南の各地の山野に自生する。
また、庭木として親しまれている。中部
大学のネムノキは2号館の中庭にある。
　葉の形態は2回偶数羽状複葉と言い、葉
柄には7～9対の対生する羽片があって、
各羽片にやはり対生する数多くの小葉を
つける。夜は向い合う小葉が閉じる。ネ

ムノキの和名はこの小葉の就眠運動に因
ちな

む。「合歓木」は、中国でネムノキが夫婦
円満の象徴とされたことによる。葉柄の
根元には花外蜜腺があり、昆虫が集まる。
　6月から7月に花が咲く。赤みがかった
多数の綿毛のような花が樹冠を飾り、遠
目にも美しい※1。花はマメ亜科の蝶形花
とはだいぶ違う。頭状花序と言って花柄
の頭頂部に小さな花筒が10～20個生ず
る。それぞれの花筒の花弁は小さく目立
たない。中心の頂生花は雄しべが融合し
て白色の筒状である。頂生花の花筒を囲
む側生花には、赤く長い絹糸状の雄しべ
が多数生じ、全体としてふわりと放射状
に広がる。花は夕方開き、翌日にしぼむ。
果実はマメ科らしく、エンドウに似た扁
平な莢

きょうか

果である。
　「この木何の木…」の歌で知られる、
ハワイの常緑樹モンキーポッド Albizia 
samanはネムノキと同属である。枝が太く、

空間が多いところはネムノキに似ている。
葉がネムノキのようなオジギソウは近縁
であるが、別属である。触れると小葉が
速やかに閉じる。小葉への接触の情報は
機械的刺激に反応するイオンチャンネル
を介して、小葉の根元にある葉

ようちん

枕という
運動器官に伝達されるらしい。葉枕では、
細胞の膨圧が急速に減じ、同時にアクチ
ン繊維も分解して細胞が収縮し、小葉を
閉じる。この運動は昆虫による食害を防
ぐらしい※2。ネムノキの就眠運動にも同
様の効果があるのだろうか。
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　 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト の
チェーン店である㈱オーク
ワが2023年4月に春日井市
内に出店したのを機に、2つの学部がコラボで開発したお弁
当を提案させていただきました。食品栄養科学科管理栄養科
学専攻・香西研究室の8人と経営総合学科・清水研究室の16
人が5班に分かれ、女性をターゲットとした約700kcalのヘル
シーなお弁当を開発しました。それぞれの学部の専門知識を
互いに学習することで、より実践的な商品開発の提案を実現
しています。特に、売れるお弁当とは何かを各班で議論し、
コンセプトを決定、そこに栄養や彩りの要素を加えて具現化
しました。試作を何度も重ね、各班とも楽しいワクワクする
お弁当が完成しました。また、販売促進グッズやオークワ向
けのプレゼンテーションも説得力のある内容となりました。
　学部横断型学習の取り組みを通して、学生たちは一つの事
柄について多方面から考えることの大切さを体感できまし
た。オークワの店舗で販売される予定ですので、訪れた際に
は、ぜひ手に取ってみてください。
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コラボ弁当の開発で調理実習に取り組む学生
（左上）、プレゼンテーションの準備をする学生
（左下）、完成したお弁当（右）


